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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2017 年度活動テーマ　～地元のやさいを食べよう～

も～っと地元のやさいを食べよう !!

援農から縁農へ !!

生産者お手伝い（お邪

魔 !?）活動報告 !(^^)!

【2017 年 10 月の予定】

●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

【定期開催の催事】
• 毎週木曜日につくば桜運動公園ゴンタの丘にて地域コミ
ニュティ活動中。

• 10月は第3金曜日にゆるカフェ開催。「5アンペア講習会」
• 毎月第 1土曜日にじょうそう朝市を開催しています。

10/14 （土） 稲葉先生料理講習会
10/15 （日） 我孫子産業祭
10/25 （水） 理事会
10/28 （土） 「歴史を学ぼう」 市民講座

10/6-8 （金 - 日） ネットワーク 21 生協専務交流会
10/14 （土） 関東子ども健康調査基金年次報告会
10/21-22 （土－日） 水戸検診
10/26 （木） 東海第差止訴訟第 19 回口頭弁論

組合員、職員で収穫＆作業のお手

伝いをしてきました。
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9/9 土れ味農園 （天池さん） 縁農 （報告者 ：供給部　滝本）

　作業内容はきゅうり（黒さんご）のパイプ撤去、地ならし。次に植える
予定のほうれん草の種付の準備。
　畑に移動し、天池さんの指導の元作業開始。パイプ撤去、紐の取り外し
などの手順、ポイントを教わりました。2列のパイプ撤去の為 2人ペアに
なり進めて行きました。普段は天池さん 1人で行っている作業とのこと
でしたが、正直 1人でやるには丸 1日はかかると思いました。

天池さん自身も早くパイプ撤去、片付けをし、次に植える野菜の準備をしたいところだが、今の収穫を優先
してしまい、後回しになってしまうらしいです。改めて人手が不足していると感じました。
　アルバイト募集などのお話しになったが、実際農作業は細かく、繊細なので、人任せにすることができな
いのが現実。人を雇う＝収入が減る。改めて農業は厳しい世界だと実感し
ました。今回体験したことを多くの組合員に発信していきます。反省点は
組合員さんを集められなかったことです。今回のチラシ配布のタイミング
が手入れが多い週と重なってしまったこと、商品情報の右側印刷だったこ
とがあげられます。次回以降は配布のタイミングを考慮していきます。

9/16 微生物農法の会 （長島さん） 縁農 （供給部 ：阿部）

　長島さん宅から少し離れた田んぼへ車で移動。すでに半分くらい稲は刈られていて準備は整っていた。見
慣れない人が２人作業を行っていました。
　後で聞いたところボラバイト（ボランティア＋バイト？）の人だそうです。若い方は沖縄からボラバイト
をしつつ日本を北上しているそうです。その彼が田んぼの中に鉄パイプを設置し、その上に竹を通して準備
をしてくれていました。その上にコンバインで刈り取った稲をはざ
掛けしていきました。難しくないので初心者の私でもすぐに慣れて
きました。とりあえず時間までにほぼ１列をはざ掛け完了。ただた
だ人の手が必要な作業だったので前よりも役に立てた気がします。
この天日乾燥させることで強制的に乾燥させたお米よりもおいしく
なるのは世界の七不思議の１つです。長島さんのお米は生協でもス
ポットで企画があるのでおすすめです。

9/16 清水農園 （清水さん） 縁農 （報告者 ：商品部　小宮山）

　作業内容は人参の草取り、キャベツのヨトウ虫の除去を行いました。人参に限らず、無農薬・無化
学肥料で最も重要 (過酷 ) なのがこの除草作業です。「この畝の除草作業は今回で 4回目」と話しま
すが、お手伝いメンバーと清水さんご夫婦合わせて 7人でやって 1時間以上かかりました。年間 50
～ 60 種類の野菜を主に 2人で作業している事を考えると、とても大変な事が分かりました。「有機

農業は自然相手なので、全て 100%作物ができるわけではない、総じて 6～ 70%
できれば良い」と清水さんは語ります。自然相手だからこそ共存し、できる範囲で
人間が成長のお手伝いをする―。今回の作業を通じて有機農業をまた少し学んだ気
がします。次回は 11月上旬で秋野菜を収穫する予定です！今から楽しみです！

～参加した組合員さんの声～

　今回で 3回目になります。清水さんご夫婦がどのように野菜を作り、土
や自然や社会に対してどのような考え方をお持ちかが分かって、野菜セッ
トを購入する際も商品に対する理解が生まれます。虫を手作業でとってい
たりする姿に安全への思いも深まると思います。息子もたくさんの野菜と虫に囲まれ、毎回やさしい
気持ちや農作物への興味を持って帰れるようです。　　　　　　　　　　　　　　（守谷市　Nさん）
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６／１１ （日） 総代会傍聴 （AM）、 講演会 （PM） 参加申込書

　　□（AM）総代会の傍聴を申し込みます
　　□（PM）講演会に参加します。　参加人数　　　　　　人
　　　　　　　　　※講演会にはお友達をぜひお誘いください

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　組合員№　　　　　　　　

コース名　　　　　　　　班名　　　　　　　　　　　　Tel　　　　　　　　　　　　

システムトラブルに関するお詫び （専務理事　伊藤博久）

　いつも常総生協への活動、 利用へのご協力ありがとうございます。

　

　9 月 23 日 （土） の朝 6 ： 00 にデータベースサーバがダウンする事態が起きてしまいました。

それによって、 金曜日コースの注文受注を読み取ることができず、 生産者へ発注ができない

状態になってしまいました。 供給商品の遅配、 請求書の件で組合員の皆様に多大なご迷惑を

おかけし、 誠に申し訳ございませんでした。

　9 月 27 日 AM3 ： 00 にシステム復旧することができました。 これにより、 業務が正常に機能することができ

る様になりました。 　

（原因）

　サーバー機の老朽化による故障です。 機器自体が古い事もあり、 データの取り出しも難しく、 専門業者に

依頼しながら復旧作業を行い、 すべてのデータを取り出すことが出来ました。

　東海第二原発の老朽化を問題視している所で、 生協のサーバー機の老朽に問題意識が弱かったことに、

本当に恥ずかしい限りと、 反省しかありません。

（今後について）

　今回起きたことを糧にシステム強化を事業所として反省をし、 振り返りを行い、 今後、 生産者、 メーカー、

組合員の皆様にご迷惑をかけない様、 リスク管理意識、 実務、 実態の改善に向けて取り組んでまいります。

　　今後とも変わらぬ生協への利用、 活動への協力どうぞ宜しくお願い致します。


